
1.はじめに

『中原音韻jI作詞十法」の
「定格・四十首Jについて

舟部淑子

元代・ j新加者の f中原音韻j(11 は北11J3の「韻諮Jと「正詩作詞起例J

からなるが、その日正詩作詞起例jのJq::lでも特に重要とされるのが

である。この中で周徳清は、主としてれ!tl1B J制作のための「用韻・用

・用事・ j哲学jについて述べ、末尾に歌詞-韻律ともに模範とすべき作品を

f定格Jとして「四十首J載せ、それぞ、れに許諾をつけている o J笥徳j青の作

日HJt去の基準を考えるにあたっては、その rjq3韻・用語・用事・用字J等に

!関する記述を分析する必要があるが、その前段階として、まず「定格jとして

あげられている作品の出自を路認し、その結果明らかになった問題点を整理し

Tこ~

のj京文の記述はきわめて簡略で、あるため、主に任前また、

詩十 (1931年 台北-中華書局 f散曲叢刊j所jl又)を参照しながら

したq また、原文の訳出にあたっては、 rq:i原健二氏の?中原音韻作詞十

〔一〕・〔二) (1979年 .1980年京都大学中文研究室

NO.9・No.l0 も参考にさせていただいた。

n. r定格・四十首jの作品とその選定基準

1.作品数について

j諒徳清の選定した作品は f四十首Jとはいうものの、通常の「四十作品J

とは異なる。まず、この十首Jの選定はどのように行われているのかを

みてみたい巴彼は作品の題自については多く記載しているが、少数の作品を徐

いて、作者名や/ト令・套数・劇禁といった区別を明記していない。したがって

.I~j と i説文から判断できないものについては、他の総:集，別集・韻諸などを参

照する必要がある。!靖樹森の編纂になる f全元散曲1(1964年初抜 1989年増

補 北京・中華害時)は、その収集の範簡が広範で、、校勘も精密になされてお
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り、元代113女曲のテキストとして最も信頼できるものであるむ「定格， 1m十首j

のfl::J~l を確認するにあたっては、基本的にはこの f全元散出j をもとに、各総
2;・73iJ集、及び製品審 f北1111新譜j(民間 62年 台北・芸文1~J1警備)、

f元人小令格律J(1981年 上部:・上海籍出版社)等の111J識を参照した。以

下に問題点制11震を追っ していきたい。

任前はこの「四十首jに つい て、 法政 諮j 1 1:1コ原資韻作前十法 1~3 次j

(p 1 )でげくのように述べている。

周氏栴定格問ト話。 )f{g迎合小令輿套数 1羽将司ú"t~"o 立 IJ トニ n

13担。只各ー話。 IJ¥令17'J七宮澗共有 ζj一六前。秋思唄套i斗京共七位。

平日。落梅風。接不断。三間己克於小令占タト。尚余jJq許o 合之小令之寸十六百。

{一首。若神過出分調計算(Q ばIJ全例共列澗pq十"I?I!f長。

j司i:も清のいう「定格四十詐j とは、，ト今と密教のーニ稜を合わせたものである。

たとえば〔十ニ月克氏歌]などの帯過曲もただ l首としてそれぞれ数え、 IJ、令

では 7宮視の計 36首、「秋忠J1套では【然(離亭.t:奇o】も令め計 7首をあ

げているが、[慶宣手P)、【落梓i孔〕、【接不断〕のすでに小令でとられている 3

柄を省くと残りは 4首となり、小令の 36才と合わせるとちょうど 40設とな

る。もし、帯過曲の曲牌を分けて計算すると、全作品例で 44種の曲JI専があげ

られていることになる。

ここで問題になるのは、}認徳清がどのような

いうことである。明・朱桜似て和正韻諮jや?青-

11m十首jとしたかと

といった

通常の曲譜では各|詣j持の絡式について述べるという性質上、帯過11j]・嚢数・!長IJ

套のひとまとまりの作品の中から一、このIjnJ博だけを抜き出してとりあげると

いうのは通例としてある。出j枠の格式のみを問題にするのであれば「定格jは

44首となるが、それを「四十首」としたのには、通常のIjj3諮とは異なり、 f韻

律と歌詞の模範を示すJという f定格jの意i惑に器づくものといえる。聞に

せりふがはさまれる麟套は実捺の問題として全套あげるのは不適当である

散i曲の套数では作品全体をあげたうえでIjll牌を問題にしていると考えられる。

{双調}の{援不断]は「秋思j套のものをあげ、[慶宣明J]、{落梅風}の二lilJ

j持!では別の作品をあげているのは、そのl出荷!の作品が「模範としうるか否か」

で判IfJrしているのではないか。 曲を 1苦として数えている理由について
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H13)iキによっては単独ではj有いないこと、代に刊行された散1113虫色集・加集

でも、たとえば{服兇孫徳)J券令}とあるように、すでにー続きの曲目キとしての

次に、 ilLCj

111告し、

たためと考えられる。

の全作品を以下にあげる。紙11I詰の関係から作112の出文は省、

をJ二述の任論の疏殺と書中の)1]的手に従って使:底的につけたっま

た、「作者jの項には、 j司徳清の許諾I:j二!に明記されている場合はその作者名を

あげ、『全元ij文i抱jにあげられているものは「作者の異同Jとして代表的なも

のを記したが、その出所については煩を避けるため省11唱し、 f全元散lillJの該

当ページを記した。後に問題としてとりあげる形式の分類は、暫定的に

散山jに従っている。また、二つ乃至三つのIIi3}押を続けた r;帯過Ijj3Jは通常小

令として扱うが、ここではIj13牌の数も 11:¥1怒となっているため、そのまま「菅過

出りとした。×は記述のないものを表す。

宮謂・曲牌 題目 作者 作者の異同 形式ページ

[仙呂宮}

(1) 3民 × 自村、， -馬致遼小令 p193

(2)酔中天 × × 出*1、. 小令 p193

(3)酔j夫婦 禿指甲 × i謁漢車!ll・無名氏 IJ、令 p155

(4) I罷児 × × 劇套

春桂 練克明 査f思想I1 /ト令 p1l57 

金義児 岳i場楼 馬致逮 劇套

[中呂)

(7)迎1lD宮 鄭光祖(徳輝〉 劇套

(8)新天子 艦iJ~ × 無名氏 小令 1937，1938(3.; 

(9)紅繍鞍 I~護士 × 張可久 小令p892

(10)普天楽 別友 × 挑:綾・無名氏 小令 p209

× 胡祇遜 小令 p68

(12)満庭芳 春l境 × 張可久 小令 p868

(13)十二月尭民別{育 × 玉穂信(英首) 帯過曲 p291

(14)四辺静 四縮 × 劇套

(15)酔高歌 感懐 × 挑燈 小令 p209

(11) 



{南呂}

(16)山塊玉 × × 小令

(17) 

× 鍾11:11司成 ;出:過111]1360 

{正宮)

(18)酔太平 J喪懐 × 謀可久 小令 p843

(19)塞鴻秋 奉岱、 × 知名氏 小令 p1662

{商謂]

(20) 111披羊 春l極 × 張可久 小令

梧業児 別情 × |羽漢詩!IJ 小令 p162

[越調}

(22)天浄沙 秋j忍 × 馬致述・棋名氏 小令 p242

(23)小桃記: × 知名氏 ノト令 p1731

党閥人 章台行 × 棋名氏 小令 p1739

泰児令 漁夫 × 査徳副111 小令

[双欝}

(26)沈酔東J!llt 漁父 × i主村、 小令 p200

(27)落梅j武 × ヰ5寿時!IJ 小令 p297

(28)接不断 1¥議!苦 × ザI~~ジ 2ム1・x j1ß p269，270 

(29)水仙子 夜雨 × 徐再!思 小令 p1056

(30)慶東原 右ヅー了1、EfES13 × 無名氏 小令 p1759

(31)雁児落{忠勝令指甲摘 × 無名氏 帯退出1p1770 

(32)殿前歓 × 馬九 (醇昂夫) p719 

(33)慶宣和 五柳荘 × 棋名氏 /ト令 p1750

(34)売花声 香茶 X 喬古 Ij、令

(35)清江引 九日 × ?w;名j天 小令 p1743

(36)折桂令 金山寺 × 越祐 小令 p569

套数

{双謂}

(37)夜行船 秋思 !ぃiコヨム;i:j.(;iE弔手と p269.270 
(38)喬木査

(33)麗宣和
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(27)落梅風

(39)JKR入松

(28) ~.接不断

(40)離手:宴駄(指双鴛驚殺毘声)

2. r摘調jについて

(31) [双調・ j医児落徳j勝令1r指甲 嫡jは[Jii児落!と{徳勝令}の 21拐牌

をつないだ;府過i出であるが、このi強!博名の下に記された「推uが仰を意味する

のか不明である。この作品のjjj3文と周徳清の許諾を以下にあげる (4)0

官:姑病問心2

女!]音，治十lâ忠十 il!~!針。

持日:1安浩也。平氏、針{掲、

i場一一一及佐中詳j後一一一必要j犠

難禁P

皆妙。務顕在得勝令起句一一頭字要麗

草くらべをするのにふさわし L、。花咲く技をいけるのにふさわしい。車IJ繍

するのにふさわしし〕美しい針で花を縫い取るのにふさわしいっ

七弦琴を砕くのにふさわしし、。 j向弓 J~よ結をつくるのに」ふ、さわし \"0 ヰ併りを

つけるのにぷふ、さわし L

ら主な‘いのは、その子の一つねりがさゅっとしみわたること。知音の手は、

:芝、の病を治す十本の針。

持:優れた詞句である。平氏・対偶・音律のすべてが絶妙で、ある。務頭(5) 

は【徳勝今〕の起句にあって、第一宇は!湯乎でなければ、ならなし¥及び、中間

の対になっている尚句の後は、扇面対であってこそすぼらしいのである。

j現徳清は題担については何も言及していないが、任前は f作詞十法疏設.Jl (p 

75)で疑問を呈している。

自 イ商学。未知伊J意。 文第由法用字!村槻琵字{最下。議套数
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rl~1 可 j海馬楽的:者能幾。此詞成虫)J従套蚊 I~:J摘出者。 i放資

l1:1..lこ文之Hili児。金設見。迎1111容。皆各従劇套中{出j司:i

以示別{由。

この曲の題目に、日高jの一文字が付けjとされているのはどういう意味であ

ろうか。上述の「第四法・用字一一一縦1(字Jの壌の下に「奇数の中で旬、楽舟

としてとりあげられるものが L、ったい発つあるだろうか。」とiltべていること

から考えると、この作品は奇数から耳又り出したものであり、そのために題月

の傍に「摘j の一文字をつけて区別しているのである。 しかし、上述の (Jili

9(.1・【金主児〕・【迫イJI客]はすべて尉套から取り出したものであるのに、イ可故

1-;J高Jとj主をつけていないのであろうか(670

、イ壬前は同支出概論jI体段J(p16) で、散1強の形式をノト令と散套に大き

く二分したうえでさらに細かく分類している。

「尋常小令

i 摘調……一… a猶詞I=j:l檎適

小令 γ不演故事者-j 帯過i甜(北帯北・南帯南・南北兼荷)……北i胡為盛

し ょ集曲 一L 重頭-…一-一・・両首以上

演故事者-----r--向調霊頭ハ.• • ~多至吾首

L 異調!苛列一一-問答体

「有罵声者「一尋常散表(南北分套・南北合套)

散套 I L 霊頭加尾

」無尾声者----r尋常i踏無尾戸

」重頭無尾戸

そして、この分類による形式をそれぞれf呼説しているが、その「三、摘調j

でこの作品が套数から「摘出」して小令としたものであるとして以下のように

述べている (p17~ 18)。

此指套!独之一二誠精粋者。従全套内摘1=1:110 fl?:l号小令。本来:11::小令也。 Ig来

套!独文字。多数芝之拘。其精粋部分。毎毎・{31在)宅躍。頗j宅時 il~ 可 i事樹摘出。以

供侍 Il品者。選家míi~欲剖而取之。質不可能。然精粋部分的

調又可単溺侍Ui!~O fl:;属小令者。則識者馬愛惜文字計。乃不妨刊務其余。 1関存此

調失。
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一一中I1浩一一

吏立IJriJ原告蹴之作拘十能後。附 格 !7司ト首。其 I~=l 有 j搭 5r_搭得)路令詠指 1~:J

此・本 :11二;j¥令。).詮従…安[性1I村描tiHJ，者j司

問;。

これは套的中の後れたものをーっか二つ取り出して小令としたもので、も

ともとは小令ではな L、。 元末、金数の乙と (fはいいかげ"んなものが多く、その

というべ主部分は往々にして〔尾声〕のみにあることが多 L、。【A戸〕は

平松で取り出して歌うようには作られていないため、選者がそれだけを取り出

そうとしても実際には無;l'.¥[である。 しかし、優れた部分が【).ßJ!~ 】(こない場合

は、それを含む曲調を単独で歌って。 IJ、令とするのは、読者が歌詞を重んじる

ためであり、余分な部分をかjって、その曲調のみを践すのはさしっかえないこ

とである 0

・・中略.，

さらに、 f中原音韻.]r-作詞十法j の援に「定格・四十首j が何千けられてい

る。その中の【庁長児落得勝令〕の詰甲を詠んだ作品で、用徒?青は建

国の下{こ了摘Jのーえ字を i主としてつけている η これは何を:意味しているのか

といえば、この一首はもともと，ト令ではなく、套数から取り出したものだとい

うことである。

以外の例をみてみよう。

の「定格・四十首j自体も、最後にあげられている馬致速の套数

{双調・夜千j二船}の題担は「引く思jであるが、その中の曲牌である (23)i援不

断}の題 1:3を「隠}奇」として7]IJに取りあげている。また、?全元散曲jの套数

作品の l:j:.lには、{也書ではその一審ISが小令として載せられていると注しているも

のが複数あること (p1815 無名氏{南呂・一枝花1r道情J. p1819 無名氏

{南)g.一枝花]r関世J他)。こうした例も、套数の中の出識を取り出して鑑

賞されていたことを基言付けるものといえる。

ただし、こうした鑑賞の事実があったにせよ、それが任前のいうようにひと

つの f方式jとして扱われていたかどうかには疑問が残る。

3. その{也

原音韻jの「定格jのみにとられ、その地の散曲の総集や由諸に採録さ
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れていない作品、 (24) [越前・究開人1r章台行」と (35) [双淵・清江引]

「九日Jをどう考えるか。総集には、たとえば小令のみ採録するものや、作者

の明らかな作品のみ採銀するといった編纂の方針がそれぞれあるが、広く通行

していたと考えられる ~.I~:J原音韻j にあげられた作品をすべての総集や 11.13 諮が

もなく無視するとは考えにくい。この無名氏の作品がIJ、令・套数のいずれ

でもない離套である可能性も否定できない(7)。

町周徳清の「楽府j観と形式の区別

まず、 j琵徳清は「作詞十法JのわJ"ヲIJというべき冒頭部分で次のように述

べている。

凡作集府， 占人云，

論也。 (p231)

之楽的:j。如無文飾者3i雪之埋歌， 不可輿柴荊:共

およそ楽舟を作ることについては、すのへは[え幸を成すものを楽府ーとい

うj と述べている。え併のないものは但歌といい、

できない。

とi司列に2命じることは

これが全篇を貫く j笥徳清の f楽府J観を代表する記述である。「文章有るも

のを楽府と謂うJとは、 f陽春i当雪jの冒頭に載せられたうこ-芝j奄撰

のことばである守また、)詔徳清は I~ らの f楽府j 在}~を述べる l療に、小令・套

数・劇套・市井の小山などといった区別を意識しながら言及していることが多

い9 彼の「楽府J観を探るひとつの試みとして、こうした形式の違いにふれた

記述を整理してみたい。

① 未造其語，

j腹飽満， 首尾相救o

f谷市不俗.

，主Z王
11問、 馬上。短章酔!説簡，賞、欲儲; 畏i詫嬰牒

太文則迂， イミ文刻{谷; 文

平灰緒。

(P232 造諸 r-r汀作jの項)

歌詞を作る首に、まずその制作意図を明確にする。用語、作意ともに絡調高

いものを最上とする。短篇(，J、今〉は、筒潔なことばで意l認が周到に述べられ

ていること。長話(套数)(立、中間が豊かにえ実し、首Jもが相手injっていなけれ

[ぎならない。 こと (~rは美しく、え字は使い e慣れたものを用いなけれ(ずならず、

[16J 



え怖がj時ちす主、ているとわかりづらく、え併にえけると卑俗になる。えにして

えにあらず、俗にして俗にあらず、 JLで美しく、開いて美しく、棒調高く、音

にかな¥)" :fi見字がなく、ヰ」λがぴったり令っていなければ.ならな ¥'0

① 短1詐鎚府z 務、頭 1--不吋多j号令匂，選是自立弘て吉

f~.j(奇 rlコ務頭上Jij此法 J~:。

語者，惟

(P232 造語 「不可作Jの「全匂諾Jの攻)

短結の楽府では、務頭の-&IS分に合句語を多くイえってはならな¥';やはり鳥ら

一家の言を立てるのがよ ¥'0 全句害吾というものは、ただイ云奇中のま寿頭の併に用

いるものである。

「全句詩j とは先人の詩句-成句をそっくり ~IJ刊することを指している Q ノト

令の「務頭jでの使用を戒めて作家独自の詩語を用いることを勧めているが、

雑劇の套油ではこれを許容している。

① 不必要上紙 2

尖新

不可人集府。

俗語、結語、市語皆可。 i詣

是1:12。 小令嗣途，

:rt野市小令fJ異

人小令，小令諾

(P232・233 造語 f不可作jの「拘態語jの項〉

(杓雑話は〕必ずしも紙に舎さえす必要はなく、ただヰ{こ心地よいものであ

ればよく、俗語、諮言患のよとば¥町ことぼなどすべて用いてよい。先人が

井の，ト令lま新奇な情趣を歌うム及び「え章を成すものを楽府という Jといっ

ているのは、このよとをいっている。楽烏と，j、令はiJ!j物であり、来月号のことば

を小今に用いることはできるが、 IJ、令のこと(ぎを楽府に用いることはでさない

ので司ある。

ここでいう“街市小令"とは市井の小曲をいい、“楽府小命" (散曲の小令)

と厳しく i玄別している。

@套数中可摘馬紫府: 毎:調多提UM十二三匂，毎勾七字而止，去/]用機琵

字JJn{乱則刺服失，的有人作!封i窃音{変語， 11.1J此節病，我不及失。蒙戒勿言。

鴻秋末匂本七字，有云 f今 iヨ箇病憾憾， I鵡寓下雨笛相思字， j却十四宇奈。

• (以戸fm各) (p234 用字 f切不可用Jの「槻澄字Jの項)

(l7J 



套教の中で、楽府として取りあげ‘られるものが一体発つあるだろうか。各曲

調ともに(句教は〉多くても十二、三句にJ至ることはなく、各匂ともに(字数

は〕七字どま行であるのに、手1見:字を j司いて水増ししているのは自体りなもので

ある。 もし古員{こ寸ったらしいことばを附¥"，こうしたえ点がなけれ lま." ;fA 

も取りえてて言及はしな¥.'0 I沼<-1えめていわな1.'0 (本;鴻秋〕の末句はもとは

七字であるのに、「今El筒病慨鰍， I制潟 jご出i主i柱I}itl (今日はぐったりと力な

く、やっとしたためたのは f相忠Jのニえ字)と十四字にも及ぶようなよとで

ある。 ・・・・・・ (以下略)

ここでは套数が音律を乱す)京Itlとなる概字を多mして、優れたものが少ない

ことをいう。訳中の11主文の小学は概字を表している。例としてあげられた作i品

は、元・楊朝英編 f朝野新声太平楽府・巻-.~に収められている寅雲石の[築

鴻秋]r代人fr:Ja全元散11Uj p 357)である。

以上の記述から、 として「格闘・音律Jの萌から、散BjJの小令を

第一におき、套数などの長篇が優れたものになりにくいとみなしていたことが

オっかる。

W.結び

以上、 f定格 .1荏卜!日首jの作!lもと、その採録のIj，i1題、および閥f忠清の形式と

「楽府J観にかかわる記述を整理した。実際の問題としては、

数の一部分を取り出して歌ったり「読む詩」として鑑賞されていたと

れるが、それをひとつの小令として扱うことを「方式j とすることは問題であ

り、任拾のいうようにこれが通行の方式で、あったかどうかは、ちら

安である。また、周徳清の「楽府J 、及び小令を重視し套数を軽視する傾向

は、套数という形式のもつ可能性、また俗文学としての散IH3の以降の可能性を

大きく左右するひとつの要因となったのではないか。こうした問題は、「作詞

十法」に述べられている周徳情の 1m韻・用語 .m事・用字Jにi認する記述を

詳細に分析したうえで検討する必要があり、今後の課題としたい。

注

( 1) [1:1コ)京音韻jの底本には、 rl1コi翠古典戯曲論著集成(ー)J (1982年

(l8J 



中 i主IJ~;文議IJWJ仮社)月刊況のものを用いたの

(2 )記代散iJJl総集としては、主なものは以下の通り。

'楊朝3ミ説話 f楽j符新編i場春13笥j-5i亡千十卜巻本 1937年

所)1又

-楊朝英縞新声太平楽府:JI羽刻本 1919年 rlz時r~綾子:引所収

1919年 部議刊j 所~又

f散rJH議干lJj所)1又

所)1又

( 3) II百三元首交ill:lJでは f訂宇iIJ説明jとしてこのイ乍11もがあげ、られているつ

(4)訳出に捺しては、前[出の11コj京健二氏の訳技と任中敏(杭)選編、胡遂.3:. 

毅注析一 を参考にしたっ

( 5) i務顕jについて

①胸中の最も精彩に憲む箇所をいう、

であるというこ説があるの

・3司IJJJJ:_・ る位、柾納も疏設でかなりの紙'11高をさ

いて論じているのまた、に1:1J京健二氏も訳訟

でjとして論じている 3

(6 )この 3rJJ1J搾以外に、 (14) [12]辺静〕も

(7 ) 

北，

(前出)および羽仁

の後に 11討論:務頭につい

ら取り出した曲!粋である s

(民国 62年台

に述べている。このごつの曲牌はいずれの可能性もある~ (r~ζ樹新踏 p

275・297)

(文教大学)

[19J 
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